
(1) 担当支部： 福島支部 12489
分水嶺区分 2006年 9月 2日 (4)天候

（５）参加者氏名および会員番号
近藤善則 12489
板坂良平 非会員（悪童倶楽部）

計 計

（６）山行記録・位置確認（出発点・ピーク・峠・到達点など、主要ポイントに関して）・所要時間・道の状況
ｺｰｽ概略：
ｱﾌﾟﾛｰﾁ：

度 分 度 分 秒
歩行開始点 甲子峠　
分水嶺到達点E321 甲子峠 139 58 37 11 48.8 1,415 7:00 －
　 大白森山分岐 139 58 37 12 7.0 1,630 7:40 7:41 A-2
E320 大白森山標高点 139 58 37 12 7.1 1,642 7:47 8:03 B-1

尾根分岐 139 59 37 11 57.2 1,497 9:10 B-3
P1498 139 59 37 11 59.0 1,498 10:20 10:25 B-3
林道最接近部 139 59 37 11 47.0 1,442 10:52 10:55 B-3

分水嶺離別点 鎌房山南西鞍部 139 59 37 11 49.7 1,434 11:45 11:50 B-3
歩行終了点 甲子林道東ゲート 140 1 37 11 26.5 994 16:00 A-1

（７）三角点の位置と保存状況
上記(6)の地点ｺｰﾄﾞを
記入してください 点名 等級 方位

E320

（８）人工施設の現況および地形図との相違点

（９）水および植生に関連した特記事項

（10）その他の特記事項

（11）写真の添付：（ 有りの場合には、写真説明を記入してください）

経度E
秒

甲子山

道の
状況

到着
時刻

(9)

(1)，(4)

地点ｺｰﾄﾞ 地点名
2.5万分の1
地形図名

高度
ｍ

緯度Ｎ

36.9

(5)

26.1
17.5

(2)，(6),(10)
(3)
(7)
(8)

59.6
55.5

名2

地理クラブ－24
快晴

事務局整理記入欄会員番号：近藤　善則
(3)山行日：E321甲子峠～E320大白森分岐～鎌房山南西鞍部

甲子山

甲子山
40.5

下郷町よりR289経由、甲子林道を甲子峠まで車にて入山。
甲子峠より登山道を大白森山へ至り、稜線を東へ向い、鎌房山西側鞍部より鎌房林道へ下山。林道を東へ歩き新甲子ｹﾞｰﾄ付近にてﾃﾝﾄ泊

甲子山

保存
状況

新甲子

甲子山
甲子山
甲子山

良

(3)林道に南下する尾根に入りやすいが、ガレ場で途切れるため危険

51.0

特記事項

主三角点

6時間00分総歩行時間（休憩時間を除く）：

(7)特に鞍部へくだる方向が捉えにくく何回か登り返しを繰り返す。
(6)山頂付近は踏跡がみられるが下るにつれて猛列な広葉樹がはびこり、歩行困難な状態がつづく。
(5)ブナ主体の樹林帯、山頂付近は笹になる

　　　　　　　　　山頂の主三角点

なだらかな稜線で、樹林帯の中は分水界が捉えにくく、GPSでの事前のウエイポイント登録が不可欠

JAC創立１００周年記念国内登山(中央分水嶺踏査)の山行報告書

   写真説明：　

無雪期の記録は見当たらず、この時期の入山者は余程の変わり者に映る
大白森山～鎌房山は人跡は殆ど無く、スキーシーズンにツアーで訪れるだけの山のようだ

(8)林道際のガレ場は稜線からは全く確認できないが時折バイクの音が聞こえ、人気を感じる。

(4)甲子峠より林道を東へ0.5km地点に水場がある。石仏があるが存在の詳細は不明

新甲子
31.6

(1)～(8)は必ず記入してください。(9)～(11)は、気づいた事項があれば記入してください。

サポート要員氏名および会員番号

出発
時刻

(2)記載者氏名：

(8)～(11)の特記
事項等との関係

(1)下郷町R289から甲子林道、甲子峠までは舗装されており、峠は3-4台の駐車スペースがある。

(9)最低鞍部は深い笹薮に覆われ視界がない。林道に向って沢状にえぐれており落差のある段差（滝壷）に落ちやすい

（10）大白森山山頂に境界測量用の主三角点あり。旧山林局設置のものと思われる

(2)大白森山山頂には標高を記した道標があり、二俣温泉へのルートが示されている。展望は良好
　　オフロード2輪車が乗り越えている跡があるが、かなり悪路。崩れている箇所が数箇所ある。
　　峠からさらに東に甲子林道（鎌房林道）が地形図に記載されているが、車止めに土が盛ってあり通行不可。

　　　　　　　　　大白森山頂付近より鎌房山への分水嶺



山行報告書（続き）
表面（１ページ目）に書ききれなかった事項を記入してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山頂の主三角点
　　　　　　　　大白森山頂付近より鎌房山への分水嶺

追記：１：福島県下郷町と西郷村を繋ぐ甲子林道（鎌房林道）は国道289号線の繋ぎ林道として大白森山の南側中腹を通る。
　　　　　正式名称は甲子林道。西郷村では村道由井ヶ原鎌房線といい通称鎌房林道という
　　　　　現在R289号線は白河から甲子温泉までで、下郷町へは通じておらず、車が通れない登山国道として知られているが、
　　　　　甲子トンネルが工事中である（2008年開通予定）
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